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知的資産を今後の事業活動に活用する
　知的資産の生かし方には、大別して2つのパタ
ーンがある。一つは「今後の事業活動（内部マネ
ジメント）に活用すること」、もう一つは「利害関
係者へのコミュニケーションツールとして活用す
ること」だ。まず「今後の事業活動に活用するこ
と」について話をする。
　過去4回のセミナーでは、自社の知的資産を確
認するために、過去の事業活動、現在の事業活動
をそれぞれ棚卸ししてきた。製造業を例に挙げれ
ば、製品や設備、土地、資金といった「物的資産」
に対し、熟練技術者、金型データベース、特許、
顧客、企業文化、協力会社といった「知的資産」
がある。この知的資産こそが、企業の競争力の源
泉となる。
　知的資産を、未来に向けて有効に活用するには
3つのステップがある。まず、会社のあるべき姿
を達成するために必要な知的資産のレベルを明ら
かにすること。これは、技術者の人数や技術レベ
ルなどを指す。次に、現在の知的資産をどのよう
に高めるかを考えること。そして、知的資産をど
のように活用するかを考えることだ。これは知的
資産同士のつながりを考える作業でもある。重要
なのは個々の知的資産の価値ではなく、それらが
どのように連鎖し、その結果どのような新たな知
的資産や価値を生み出すかを見出すこと、また、
それをなるべく数値化し、「見える化」すること
である。

知的資産を活用し、自社を「魅せる化」
　次に、知的資産を対外的にどのように活用し、
「魅せる化」するかについて、実際に私が支援を
行っている企業を例にお話ししたい。
　第一に、知的資産報告書のコンテンツを企業ホ

ームページに活用することが挙げられる。例えば
私が支援した板金加工を行っている企業では社長
の交代に伴い、知的資産経営報告書を作成したの
だが、その文面をベースにホームページをリニュ
ーアルした。すると、新規顧客や新規の取引先に
自社の取り組みを情報発信したい、という目標を
容易に達成できた。
　第二に、知的資産経営報告書を営業ツールとし
て活用すること。私が支援したのは自動車部品を
製造している企業だったが、従来同社では経営陣
自らが現場に出て営業を行っていた。しかし今後
の事業拡大のためには、新人営業マンが客先で技
術的な説明を容易に行えるようになってほしい
と、知的資産経営報告書の一部を営業カタログと
してカスタマイズし、活用した。
　第三に、今後の事業計画を従業員に説明する際
に活用すること。私が支援したある配置薬関連の
会社では、事業方針などが会社全体に浸透してお
らず、従業員の定着が難しい状況にあった。これ
を改善しようと、知的資産経営報告書を全社会議
の場で活用することで、自社の強みを明確に従業
員が理解できるようになった。
　第四に、会社説明会に活用すること。これは前
述の板金加工を行っている企業の事例だが、入社
希望の技術者に自社の考えや事業内容を分かりや
すく説明することで、人材が集まりやすくなった
という。

　セミナー最終回である第5回では、前回に引き続き、知的資産経営報告書作成のためのワークショ
ップが進められた。今回のテーマは自社の知的資産を「魅せる化」すること。講師の青木氏はワー
クに先立って「知的資産の生かし方」のポイントを説明した。青木氏の講演内容は以下の通り。
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